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【学習のポイント】

図面を読むに際して，最初にその対象物の形とサイズ割合を

読み取ることです。その後で大きさ，精度，面の状態，その他

の事項を読み取っていくとよいでしょう。

このようにして，対象物全体を正しく理解し，設計者の意向

を汲み取ることができるようになります。本来の対象物は立体

（三次元）であり，それを二次元の図形で示していることがポイ

ントになります。そのためにいくつもの簡略表現が用いられて

います。

まず，最初は線と図形について学習します。

機械製図

■ 第 1 週 ■
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第 1 分冊 設計製図

1.1 線と図形

1.1.1 線の種類

機械製図に用いる線の形は，図 1.1に示すものの他に点線，ミシン目線などがあります。

実線

破線

一点鎖線

二点鎖線

図 1.1 代表的な線の種類

さらに，これらの線幅を，極太線（幅約 1.2mm），太線（幅約 0.6mm）細線（幅約

0.3mm）の 3 種類の大きさに描き分けて，線の種類を区別します。なお，各線の用途

については次にまとめて示します。

（1） 線の太さの基準は，0.18，0.25，0.35，0.5，0.7，1，1.4，2.0mm です。

（2） 線の用途は，表 1.1 に示します。線の太さの基準は，普通は細線と太線を用い，

 特殊な用途にのみ極太線を用います。細線，太線，極太線の太さの比率は 1：2：4

 とします。

さまざまな線の使い方を，図 1.2 に示します。

例 1 に使われている線には番号をつけてありますので，表 1.1 と見比べながら確認

してください。

例 2 は容器内部の液面を示したものです。

例 3 ではタンクの薄肉部分を極太線で示しています。

例 4 は繰り返しのピッチ基準を表しています。

例 5 では想像線の役割を示しています。右側に別の部品がくっ付くことを表します。

例 6 ではキー溝カッターで加工する様子を想像するように描いています。

例 7 の（a）は折り曲げる前の状態を想像させるものです。

（b）はリベットを叩いて加工した後の形を想像させようとしています。

（c）は加工後にネジ底を平面にすることを示しています。
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機械製図 第 1 週

用途による名称 線 の 種 類 線 の 用 途 図1.2の
照合番号

外形線 太い実線

細い実線

細い一点鎖線

細い実線

細い実線で，規則
的に並べたもの

細い一点鎖線で，
端部および方向の
変わる部分を太く
したもの（3）

不規則な波形
細い実線
またはジグザグ線

図形の限定された特定の部分を他の部分と区別するのに用いる。たと
えば，断面図の切り口を示す。

断面図を描く場合，その切断位置を対応する図に表すのに用いる。

断面の重心を連ねた線を表すのに用いる。

対象物の一部を破った境界，または一部を取り去った境界を表すのに
用いる。

対象物の見える部分の形状を表すのに用いる。

対象物の見えない部分の形状を表すのに用いる。

特に位置決定のよりどころであることを明示するのに用いる。

繰返し図形のピッチをとる基準を表すのに用いる。

特殊な加工を施す部分など特別な要求事項を適用すべき範囲を表す
のに用いる。

薄肉部の単線図示を明示するのに用いる。

（1）外形線およびかくれ線の延長を表すのに用いる。
（2）平面であることを示すのに用いる。
（3）位置を明示するのに用いる。

（1）図形の中心を表すのに用いる。
（2）中心が移動した中心軌跡を表すのに用いる。

（1）隣接部分を参考に表すのに用いる。
（2）工具，ジグなどの位置を参考に示すのに用いる。
（3）可動部分を，移動中の特定の位置または移動の限界の位置で表す
 のに用いる

（4）加工前または加工後の形状を表すのに用いる。
（5）図示された断面の手前にある部分を表すのに用いる。

6.1
6.2
6.3

6.4
6.5

6.7

5.1

1.1

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

3.1

4.3

4.4

4.1
4.2

7.1

8.1

9.1

10.1
10.2
10.3

11.1

細い二点鎖線

太い一点鎖線

極太の実線

細い破線
または太い破線

寸法線 寸法を記入するのに用いる。

寸法を記入するために図形から引き出すのに用いる。

記述・記号などを示すために引き出すのに用いる。

図形内にその部分の切り口を90度回転して表すのに用いる。

図形の中心線（4.1）を簡略に表すのに用いる。

水面，油面などの位置を表すのに用いる。

引出線

回転断面線

中心線

中心線

基準線

ピッチ線

特殊指定線

特殊用途の線

重心線

破断線

切断線

ハッチング

想像線（2）

かくれ線

水準面線（1）

寸法補助線

JIS Z 8316には，規定していない。
想像線は，投影法上では図形に現れないが，便宜上必要な形状を示すのに用いる。
また，機能上・工作上の理解を助けるために，図形を補助的に示すためにも用いる。
他の用途と混用のおそれがないときは，端部および方向の変わる部分を太くする必要はない。

（1）
（2）

（3）

注

備考 細線，太線および極太線の太さの比率は，1：2：4とする。

表 1.1 線の種類による用法（JIS B 0001：2010 抜すい）

例 8 では，左側が断面図ですが，あえて出っ張り部分があることを示すために 6.5

の想像線が描かれています。

例 9 では外形線の延長を示しています。

例 10 は平面であることや位置を示しています。








